
IP派：使う人たちが使う人のために作っ

てきたという点がインターネットのいい

ところです。

司会：パソコン通信に乗り換えられない

理由は何かありますか？。

IP派：パソコン通信で新しいサービスを

ユーザーが作るのは非常に困難です。そ

の点インターネットは、新しいものを作

ることも簡単にできるんです。

司会：では具体的にパソコン通信との違

いはどこなんでしょうか？。

IP派：パソコン通信のイメージは、どこ

かへ行って仕事をする感じ。インターネ

ットはふだん仕事をしている環境の延長

線上に存在している感じだと思います。

インターネットは草の根BBSと同じか

BBS派：インターネットは、ゲストで入

る草の根ネットと同じように感じます。

根本的にインターネットには何も革新的

なところはなくて、電話線の代わりに専

用線、通信ソフトの代わりにtelnet、電

話番号の代わりにIPアドレスですよ。

IP派：メール/TELNET/NetNewsとい

うように個々のサービスは似ているかも

しれません。しかし、こうしたサービス

がサイト間で共通化されているのがイン

ターネットなのです。

BBS派：草の根ネットが専用のソフトと

ホストを用意すれば、インターネットの

ような環境をパソコン通信で提供するこ

とはできますよ。

IP派：自分でどこまで手を加えられるか

という点が大きく違います。パソコン通

信が手を付けない網の部分まで含めてサ

ービスを考えたことが大きいのです。

BBS派：もしお金になることなら、有料

でパソコン通信も似たようなことを考え

るように思えますね。
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パソコン通信 VS インターネット
インターネットとパソコン通信に本質

的な違いはあるのだろうか？ここではそ

れぞれのエキスパートに、インターネット

派（IP派）とパソコン通信派（BBS派）

に分かれ、それらの特徴を明確にすべく

対決していただいた。

なお、これはディベートであり、本人

の主義主張とは無関係であることをお断

りしておく。

パソコン通信肯定派の主張

司会：では、パソコン通信派の主張をお

聞かせください。

BBS派：自分の努力が最小限ですむの

がパソコン通信の最も大きな利点です。

通信ソフトなどが揃えば、相手が提供し

ている豊富なサービスを利用できます。

司会：だれでも使えることは大切なこと

ですね。

BBS派：サービスを改善してもらうに

も、どこに言えばいいのかはっきりして

います。そして最低のコスト負担で、そ

れを超えるメリットを受けられるのがパ

ソコン通信です。たいていの情報が得ら

れることも、ユーザーにとってありがた

いことなんです。

司会：幅広い品揃えのデパートのような

感じですね。

BBS派：それに支払い関係の明確さもパ

ソコン通信ならではです。契約の上で成

り立っているので、サポートがしっかり

している点も、初心者にとっては助かり

ます。ここは、インターネットには難し

いところでしょう。

インターネット肯定派の主張

司会：ではインターネット派の主張をお

聞かせください。

パソコン通信派

SPECIAL  DEBATE

●パソコン通信派・・・・
[役柄]  複数の商用BBSのIDを持ち、ネットワークの
大海を縦横無尽に泳ぎまわる。メールの処理だけでも
大変。アフター5から就寝まで、食事の時間も自動運
転でモデムを繋ぎっぱなし。エンゲル係数よりも通信
係数の方が大きい。
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IP派：便利になるのはわかっていても、

パソコン通信全体でサービスの共通化を

図れるでしょうか。NIFTY-ServeとPC-

VANではホストが異なります。まず不可

能でしょう。

BBS派：するとインターネットがパソコ

ン通信に対して優位なのは、ホスト間の

リレーションを統合するサービスができ

るということ尽きるんでしょうか。

IP派：それと、積極的にそうした仕組み

に変えていけるかどうかです。

イニシャルコストが高いインターネット

BBS派：アクセスのしやすさや使いやす

さという面で、インターネットはパソコ

ン通信に遅れをとっていますね。

IP派：まあパソコン通信の初期にも同じ

ことが言えたんじゃないですか。

BBS派：UNIXや専用線が必要だった

り、使いこなすための知識も半端じゃな

いと思いますけどねぇ。

IP派：少なくてもUNIXの知識は不要に

なりました。接続も数多くのプロバイダ

ーが存在し、CameleonやLANWorkPlace

のように、PPPをサポートするやさしい

ソフトも登場してきました。

BBS派：確かにパッケージソフトは増え

ていますね。

IP派：新しい技術を吸収するインターネ

ットだからこそ、GUI環境で利用できる

Mosaicなどが普及してきたんです。これ

をパソコン通信が実現することは非常に

困難でしょう。

BBS派：いえパソコン通信でも、VRの

技術を導入したNIFTYのHabitatがありま

す。またPeopleといったGUIベースのパ

ソコン通信サービスも登場してきました。

IP派：HabitatにしてもPeopleも、それ

ぞれのホストが単独で実現しただけです
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よ。HabitatをPC-VANから利用できませ

んし、Peopleも同じことです。この点が

Mosaicなどと根本的に異なります。

BBS派：そうしたGUI環境が早くからイ

ンターネットで実現できたのも、贅沢な

高速回線が利用できたからではないでし

ょうか。

IP派：通信速度でいえば、インターネッ

トの始まりは56Kbpsでした。でも、高速

通信を前提にしたサービスや実験的なこ

とばかりしてきたわけではありません。

常に新しい技術を吸収するというチャレ

ンジ精神が、ここまでインターネットを

育ててきたのです。

BBS派：今までは比較的お金を無視し

たところにインターネットはありました。

普及するとコマーシャルベースの情報提

供が増えてきます。当然、専門家ばかり

ではなくなるので、チャレンジスピリッ

トは落ちるんじゃないですか。

IP派：まあ10年くらいはなくならないで

すよ。ずるい言い方ですが、開発者が新

しい技術を作り出すと、それを金儲けの

対象にするなんてこともあるでしょう。

個々のサービス内容を比較

●電子メールサービス

IP派：パソコン通信で電子メールが交換

できるといっても、BBSの中だけで完結

しています。名刺にいくつものパソコン

通信のIDを書くのはばかげたことではな

いでしょうか。

BBS派：1つのIDですむ点はすばらしい

ですね。今後はますますパソコン通信と

インターネットがゲートウェイで接続さ

れるでしょう。

IP派：今後ますます増えますよ。

BBS派：ともあれ、パソコン通信でもイ

ンターネットとの電子メール交換が話題

になってきたのは事実ですね。

IP派：パソコン通信とのメール交換は、

最初の頃は怖かったですよ。いったいど

うなるかって･･･。今はパソコン通信とイ

ンターネットの間でのメール交換も頻繁

に利用されるようになりました。

BBS派：インターネットでは、一般的な

バイナリファィルをやりとりできないの

は問題ですね。

IP派：uuencodeなら可能です。

BBS派：それは一部の話でしょう。

IP派：バイナリファィルの転送に関して

は、確かにサイトによってすべてOKとは

言えません。一方でMIMEなどを多くの

●インターネット派・・・・
[役柄]  早くからインターネットに注目し、国内でのネ
ットワークづくりに東奔西走。現在はインターネット
の活用方法をさまざまな角度から研究中。商用パソコ
ン通信も積極的に利用しているマルチなインターネッ
トアナリスト。

インターネット派
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サイトが実験しているのも事実です。早

晩、マルチメディアメールのやりとりも

可能になると思います。そのときはメー

ルもパソコン通信より、はるかに自由度

が高くなりますよ。

●フォーラム(SIG)

BBS派：情報の量や質はパソコン通信の

ほうが多いと思います。

IP派：パソコン通信のフォーラムは魅力

的な情報源です。インターネットにも、

NetNewsがありますが、管理者がいない

せいか、ややノイズレベルが高い感じは

します。

BBS 派：パソコン通信では、管理者

(SYSOP)が決められていて、きちっとジ

ャンル分けと整理が行われています。必

要な情報も、的確に見つかりますよ。

IP派：インターネットでも管理人がいる

NetNewsもありますが、管理者の負担が

大きくなるという問題がありますね。

BBS派：パソコン通信でも、管理者はか

なり苦労しているようです。

IP派：そんなこともあって、情報が必要

なときは、私もNIFTYなどを利用してい

ます。ただパソコン通信は、インターフ

ェイスが悪いですね(笑)。

BBS派：インターネットには、UNIXや

インターネット関連の情報はたくさんあ

るのでしょうね。

IP派：それは言えます。反面、パソコン

関係の情報は意外と少ない。それがユー

ザー層の違いと言ってしまえばそれまで

ですが･･･。

●データのアップロードとダウンロード

BBS派：オンラインソフトの流通という

役割をパソコン通信は担っています。

IP派：そこで思うのですが、パソコン通

信のオンラインソフトには、どれだけソ

ースコードが付いているかですね。

BBS派：うーん、それは少ないでしょ

う。

IP派：インターネットにあるソフトには、

ソースコードの含有率が高いです。

BBS派：ソースがあれば、それだけ手を

加えやすいこということはありますね。

IP派：よりよいソフトを作り上げていく

過程にパソコン通信とインターネットに

は違いがあります。

BBS派：ソースコードを出す出さない

は、それぞれのいわばカルチャーの違い

だと思うのです。インターネットでは使い

手へのサービスになっても、パソコン通

信ではどれだけ意味があるものか･･･。

IP派：通信料金もあり、ソースコードま

では必要ないということもありますね。

BBS派：いずれにしても、ソースコード

まで欲しがらなかったことは確かです。

IP派：それとパソコン通信で難しいのは、

必要なファィルを探し出すことではない

でしょうか。またパソコン通信における

ファィルサイズも、インターネットユー

ザーが満足するかどうかはわかりません。

プロバイダーの登場で個人ユーザーも

BBS派：最近になって個人を受け入れる

プロバイダーも増えてきましたが、以前

はインターネットに個人を受け入れない

という障壁がありましたね。

IP派：個人が入ってくるとどうなるかと

いう問題がありました。当初は個人を受

け入れる仕組みがありませんでした。そ

れに常に接続されていることをインター

ネットが求めたこともあります。個人で

常につなぐことは難しいですよね。

BBS派：個人や商用ネットが増えてくる

と、インターネットが育んできた文化が

●パソコン通信
アクセスコストが金銭と技術の両面で少ない。
豊富なサービスが利用できる。
クレジットカードなどで決済が簡単。

パソコン通信派役
山下憲治氏

株式会社インプレス 出版一部デスク。
パソコン通信歴7年(ニフティ、アスキーネット、MIX、草の根2つを利用）。
本人は、アフター5から通信したいと思っているようだが、出版業は甘くない。
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後退するのではないでしょうか。

IP派：インターネットに新しいテクノロ

ジーを取り込めなくなるという心配はし

ていません。最初にインターネットを作

った人たちは、どんな環境になっても新

しいテクノロジーを取り込んでいくポリ

シーを忘れてはいませんでした。

インターネットの課金方法は

BBS派：インターネットも、今後はきち

っとお金を取る方向になってくるんじゃ

ないですか。データが無料のままという

ことは考えにくいです。

IP派：そうなっても問題はありません。

後からビデオ・オン・デマンドの仕組み

を加えても、プラスしていくことはでき

ると思います。そうなったとき、インタ

ーネットはさらに新しいテクノロジーを

模索していくでしょう。

BBS派：すべてが有料になると言って

も、現状ではお金の取り方が成立してい

ませんよね。

IP派：UNIXにログインすれば、だれが

きたかわかるので、その後どこへ行って

も認証はとれています。

BBS派：インターネットタイプの認証シ

ステムで、クレジットカードでショッピ

ングできる例は少ないですね。

IP派：インターネットでも、パソコン通

信のような方法がいいかもしれません。

いずれにしても、認証をとるには、通信

回線は弱いという面はあります。

BBS派：このあたりはパソコン通信が優

位なところかな。

IP派：問題は暗号の部分です。暗号化

されて鍵をもらえばソフトを使えるなん

て簡単なんですが、作っていくこと以上

に政治的な背景もあったりして、かなり

難しい状況にあります。

インターネットのマナーと法的な規制

BBS派：パソコン通信では、書き込みに

対する名誉毀損などが問題になっていま

す。インターネットでは責任者がいない

と言われますが、このあたりも心配です。

IP派：電話で脅迫されたからと言って

NTTを訴えられません。インターネット

をネットワークの1つと捉えれば、それは

同じことです。ただ、統括するIABとい

う組織があって、人や組織に対して警告

する権限は持っています。

BBS派：今はメールで遊びの話題も行き

来していますが、会社で私用電話はよく

ないように、インターネットでも個人と

仕事を切り分けることが必要ですね。

IP派：電話もプライベートとビジネスを明

確に切り分けられないように、インター

ネットも同じようなところはありますね。

BBS派：それでもわからないのは、だれ

が料金を持つというところかなぁ。

IP派：組織が集まって、それぞれにつな

ぎ合ったということに尽きます。別々に

回線を敷くよりも、互いにつなぎ合って

いけば安いわけですよ。そうしてつなぎ

合ったものがインターネットの姿です。

司会：こうしてご両人のお話をうかがっ

てくると、いまはアクセスする環境も流

れているデータにも違いはあるようです

が、本質的な部分ではインターネットも

パソコン通信も違いはないように感じま

した。すでに、パソコン通信とインター

ネットは同じプロトコルで話ができるよ

うになっているわけですから、これから

双方の進化が続けば、それぞれを区別す

る必要すらなくなるのかもしれませんね。

どうもありがとうございました。

（司会：本誌編集長）

●インターネット派
使う人たちが作ってきた。
新しいサービスを自由に作ることができる。
自分の仕事環境の延長に存在する。

SPECIAL DEBATE

インターネット派役
砂原秀樹氏

奈良先端科学技術大学院大学　情報科学センター助教授
電気通信大学情報工学科助教授（併任）。WIDEプロジェクト・ボードメンバー。
日本のインターネット普及のために研究と後輩の指導に務めている。
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